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1 公文書館だより第35号

令
和
元
年
九
月
に
「
天
皇
陛
下
御
即
位
記
念

第
三
十
九
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
・

あ
き
た
大
会
」
の
た
め
、
御
即
位
後
初
め
て

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
来
県
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
当
館
で
は
前
期
企
画
展
で

海
や
川
、
湖
か
ら
豊
か
な
恵
み
を
授
か
っ
て

き
た
、
先
人
た
ち
の
歩
み
を
所
蔵
資
料
を
通

し
て
紹
介
し
ま
し
た
。
写
真
の
資
料
も
そ
の

一
つ
で
す
。

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一

、
由
利
郡
の

）

斎
藤
宇
一
郎
ら
が
、
沖
合
漁
業
の
た
め
先
進
地

の
技
術
者
を
招
い
て
動
力
漁
船
を
建
造
し
ま

し
た
。
こ
の
年
か
ら
、
秋
田
県
で
漁
船
改
良

補
助
金
の
交
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
以
降
、
沖
合
漁
業

用
漁
船
の
改
良
が
進
み
、
洋
式
船
や
和
船
に

石
油
燃
料
の
小
型
動
力
機
を
取
り
付
け
る
方
式

の
も
の
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
資
料
は
、
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

に
秋
田
県
の
補
助
金
に
よ
り
建
造
さ
れ
た
、

小
型
漁
船
の
動
力
部
の
設
計
図
面
で
す
。

船
体
は
由
利
郡
平
沢
町
（
現
：
に
か
ほ
市
）

の
造
船
所
に
て
、
動
力
機
は
東
京
市
芝
区

（
現
：
東
京
都
港
区
）
の
鉄
工
所
に
て
製
造

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
船
は
由
利
郡
本
荘
町

（
現
：
由
利
本
荘
市
）
沖
か
ら
山
形
県
の
飛
島

ま
で
の
沖
合
漁
業
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
動
力
機

は
船
尾
の
ス
ク
リ
ュ
ー
に
連
結
さ
れ
て
い
ま

す
。
和
船
に
動
力
機
を
装
備
し
た
こ
と
で
、

速
力
七
マ
イ
ル
半
（
時
速
約
十
二
㎞
）
で
航
行

で
き
ま
し
た
。
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（
休
館
日
に
つ
い
て
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
ま
た
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当
館
内
の
掲
示
等
で
御
確
認
く
だ
さ
い
）
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県
政
映
画
は
主
に
昭
和
三
十
～
四
十
年

代
に
、
県
が
制
作
し
た
広
報
映
画
で
す
。

当
館
で
は
こ
の
県
政
映
画
を
多
目
的
ホ
ー

ル
の
ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞
い
た
だ
く
上
映

会
を
例
年
企
画
し
て
お
り
、
本
年
度
は
、

八
月
二
十
九
日(

県
の
記
念
日)

、
十
一
月

三
日(

文
化
の
日)

に
開
催
し
ま
し
た
。

「
県
の
記
念
日
」
上
映
会
で
は
、
前
回

東
京
五
輪
の
県
内
聖
火
リ
レ
ー
の
模
様
や

県
内
の
水
資
源
に
関
す
る
作
品
な
ど
を
、

「
文
化
の
日
」
上
映
会
で
は
、
阿
仁
根
子

番
楽
や
、
昭
和
三
十
二
年
の
種
苗
交
換
会

横
手
大
会
の
模
様
な
ど
を
上
映
し
、
合
計

で
百
二
十
一
名
の
方
々
に
御
来
場
い
た
だ

き
ま
し
た
。
県
政
映
画
は
、
当
館
閲
覧
室

に
お
い
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
も
可
能
で
す
の

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
企
画
展
は
、
前
期
と
後
期
で

テ
ー
マ
を
変
更
し
て
開
催
し
、
約
五
千
名

の
方
に
御
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
期
は
、
九
月
に
開
催
さ
れ
た
「
天
皇

陛
下
御
即
位
記
念
第
三
十
九
回
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
・
あ
き
た
大
会
」
の
応

援
を
兼
ね
て
、
当
館
所
蔵
資
料
の
中
か
ら

海
・
川
・
湖
に
関
係
す
る
資
料
五
十
八
点

を
展
示
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
、

「
男
鹿
半
嶋
図

（
地
七
）
は
、
秋
田
県

」

を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ
る
男
鹿
半
島
の

江
戸
時
代
の
景
観
を
色
彩
豊
か
に
描
い
た

五
ｍ
近
い
長
さ
の
絵
巻
物
で
す
。
そ
の
長

さ
ゆ
え
に
、
普
段
は
全
体
を
広
げ
て
の
閲

覧
が
難
し
い
の
で
す
が
、
貴
重
な
原
本
を

展
示
す
る
こ
と
で
、
来
場
者
の
皆
さ
ま
に

当
時
の
男
鹿
半
島
の
姿
を
見
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

後
期
は
、
江
戸
時
代
に
現
在
の
秋
田
県

域
に
あ
っ
た
久
保
田
や
横
手
、
本
荘
な
ど

の
城
下
町
及
び
そ
の
機
能
を
備
え
る
角
館

や
湯
沢
な
ど
に
関
係
す
る
資
料
三
十
九
点

を
展
示
し
ま
し
た
。
こ
の
展
示
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
町
を
色
鮮
や
か
に
描
い
た
絵
図

を
多
数
展
示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
絵
図
に

描
か
れ
た
町
の
明
治
期
以
降
の
様
子
を
示

す
文
書
や
写
真
も
展
示
し
、
江
戸
時
代
か

ら
近
現
代
に
至
る
中
で
町
が
ど
の
よ
う
に

移
り
変
わ
っ
た
か
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
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前期展示会場風景より

令
和
元
年
度

企
画
展
報
告

令
和
元
年
度

企
画
展
報
告

（八
月
二
十
九
日
～
九
月
二
十
三
日
）

（
前
期
）「
海
と
川
と
湖
と
」

「
海
と
川
と
湖
と
」

（
十
一
月
十
二
日
～
十
二
月
三
日
）

（
後
期
）「
秋
田
県
の
城
下
町
」

「
秋
田
県
の
城
下
町
」

＜前期展示コーナー構成＞

１ 秋田の海

２ 秋田の川

３ 海運と港湾整備

４ 河川舟運の繁栄

５ 秋田の漁業の近代化

６ 十和田湖の養殖漁業

７ 田沢湖のクニマス

８ 干拓前の八郎潟

＜後期展示コーナー構成＞

１ 久保田藩（秋田）

２ 久保田藩（大館）

３ 久保田藩（横手）

４ 久保田藩（檜山）

５ 久保田藩（角館）

６ 久保田藩（湯沢）

７ 亀田藩（亀田）

８ 矢島藩（矢島）

９ 本荘藩（本荘）
後期展示会場風景より

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度

県
政
映
画
上
映
会

県
政
映
画
上
映
会上映作品から（県政映画 No.61）



当
館
所
蔵
の
資
料
に
つ
い
て
の
知
識
や

歴
史
へ
の
興
味
・
関
心
と
と
も
に
、
歴
史

資
料
の
保
存
と
活
用
の
重
要
性
や
当
館
の

活
動
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

、

「

」

目
的
に

今
年
度
は

古
文
書
解
読
講
座

を
八
回

「
歴
史
講
座
」
を
二
回

「
出
前

、

、

講
座
」
を
一
回
開
催
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
講
座
も
、
こ
れ
ま
で
に
当
館

で
行
っ
た
講
座
へ
の
受
講
経
験
が
少
な
い

方
の
参
加
が
増
え
、
講
座
へ
の
期
待
と
関

心
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

「
古
文
書
解
読
講
座
」
で
は
、
第
一
回

か
ら
第
四
回
ま
で
は
初
級
者
向
け
と
し
て

比
較
的
平
易
な
く
ず
し
字
で
書
か
れ
て
い

る
「
岡
本
元
朝
日
記
」
な
ど
を
題
材
に
、

第
五
回
か
ら
第
八
回
ま
で
は
中
・
上
級
者

向
け
と
し
て
秋
田
藩
九
代
藩
主
佐
竹
義
和

直
筆
の
文
書
な
ど
を
題
材
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
古
文
書
を
読
み
ま
し
た
。

「
歴
史
講
座
」
で
は
、
今
年
度
開
催
し

た
企
画
展
の
見
所
や
展
示
資
料
の
解
説
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
際
、
文
献
資
料
だ
け

で
な
く
、
絵
図
資
料
を
数
多
く
取
り
上
げ

る
と
と
も
に
、
展
示
で
き
な
か
っ
た
所
蔵

資
料
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
館
で
は
「
あ
き
た
県
庁
出
前

講
座
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
県
民
の

皆
さ
ま
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
「
公
文
書

館
所
蔵
資
料
に
見
る
○
○
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
講
座
を
出
前
し
ま
す

（
講
座
名
の

。

、

。
）

○
○
に
は

地
域
名
な
ど
が
入
り
ま
す

当
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

秋
田
藩
家
老
な
ど
を
務
め
た
岡
本
元
朝

の
日
記
の
翻
刻
本
第
六
巻
が
刊
行
と
な
り

ま
し
た
。
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
四
月

か
ら
翌
五
年
十
二
月
ま
で
の
記
録
と
な
り

ま
す
。

今
巻
で
は
江
戸
時
代
の
南
海
ト
ラ
フ
地

震
と
し
て
知
ら
れ
る
宝
永
四
年
十
月
の
宝

永
地
震
、
同
年
十
一
月
に
起
き
た
富
士
山

噴
火
と
い
う
、
日
本
史
上
屈
指
の
大
規
模

災
害
に
つ
い
て
、
災
害
の
状
況
、
続
々
と

も
た
ら
さ
れ
た
関
東
か
ら
薩
摩
国
ま
で
の

被
害
の
様
子
な
ど
、
当
時
江
戸
屋
敷
に
い

た
岡
本
元
朝
自
身
が
体
験
し
た
地
震
や
降

灰
の
様
子
な
ど
が
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

『
岡
本
元
朝
日
記
』
第
六
巻
は
、
既
刊

同
様
に
消
費
税
抜
き
四
千
円
で
頒
布
し
て

お
り
ま
す
。
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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刊
行
物
紹
介

刊
行
物
紹
介

『
岡
本
元
朝
日
記
』第
六
巻

『
岡
本
元
朝
日
記
』第
六
巻

〒
〇
一
一-

〇
九
〇
一

秋
田
市
寺
内
字
三
千
刈
一
一
〇-

一

秋
田
活
版
印
刷
株
式
会
社

電
話
〇
一
八
（
八
八
八
）
三
五
〇
〇

●令和元年度 公文書館講座一覧●

◆古文書解読講座

７/ ５ （金）①古文書解読入門編

－「候文」を読む－

②家老の日記で学ぶ古文書①

－「岡本元朝日記」を題材に－

７/１２（金）③古文書で読む生類憐みの令と秋田

④家老の日記で学ぶ古文書②

－「宇都宮孟綱日記」を題材に－

７/１９（金）⑤「米沢町丁代日記」を読む

⑥疋田定志の「東海道中日記」を読む

７/２６（金）⑦義和直筆の備忘録を読む

－「用向書留」－

⑧「義宣家譜」を読む

◆歴史講座

９/２０（金）①企画展「海と川と湖と」をみる

１１/２９（金）②近世から近代の「秋田」を見る

◆出前講座

１０/９（水）①秋田県公文書館所蔵資料に見る

秋田藩の重臣配置と由利諸藩の成立

（秋田寿大学）

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度

公
文
書
館
講
座

公
文
書
館
講
座

歴史講座の様子



十
一
月
二
十
二
日
（
金

、
公
文
書
と

）

歴
史
資
料
の
保
存
管
理
、
利
活
用
な
ど
に

つ
い
て
、
県
内
市
町
村
の
担
当
者
と
情
報

の
共
有
化
、
情
報
交
換
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
と
し
て
、
茨
城
県
常
陸
大
宮

市
文
書
館

係
長

髙
村
恵
美
氏
を
お
招
き

し

「
地
域
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
を
一
か
ら
作

、
る
～
常
陸
大
宮
市
文
書
館
の
五
年
間
の
取

組
～
」
と
題
し
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

講
演
で
は
、
常
陸
大
宮
市
に
文
書
館
を

設
置
す
る
に
至
っ
た
経
緯
か
ら
、
髙
村
氏

自
身
の
体
験
に
基
づ
く
廃
校
舎
を
再
利
用

す
る
場
合
の
問
題
点
や
、
必
要
な
設
備
、

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
実
際
の
現
場

で
奮
闘
し
て
来
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
の
視
点

で
、
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ま
と
め
で
は
、
五
年
間
の
取
り
組
み
を

総
括
し
、
管
理
上
の
問
題
や
将
来
に
向
か

う
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
、
貴
重
な
お
話
を
惜
し

み
な
く
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
茨
城
県
で
は
「
佐
竹
氏
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
会
を
開
催
す
る
と
、
会
場
は

大
入
り
満
員
と
な
る
鉄
板
ネ
タ
で
あ
る
と

と
も
に
、
佐
竹
氏
に
つ
な
が
る
秋
田
に
も

親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
様
子

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

詳
細
は
、
当
館
発
行
の
「
研
究
紀
要
」

第
二
十
六
号
に
掲
載
し
ま
す
。

事
例
報
告
で
は
、
次
の
三
つ
の
発
表
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
「
第
四
十
五
回

全
国
歴
史
資
料
保
存

利
用
機
関
連
絡
協
議
会
全
国
（
安
曇
野
）

大
会
報
告

（
当
館
）

」

②
「
公
文
書
管
理
条
例
制
定
後
の
現
状
と

課
題
に
関
し
て

（
秋
田
市
）

」

「

」

③

古
文
書
整
理
事
業
の
概
要
に
関
し
て

（
鹿
角
市
）

当
館
で
は
、
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な

公
文
書
等
の
保
存
と
利
用
の
た
め
、
県
の

各
課
所
で
作
成
さ
れ
た
公
文
書
の
引
渡
し

を
受
け
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
約
三
千
件

の
文
書
を
受
領
し
、
こ
れ
ら
の
公
文
書
は

当
館
の
定
め
る
基
準
に
基
づ
い
て
評
価
・

選
別
を
行
い
、
継
承
す
べ
き
県
政
資
料
と

し
て
利
用
者
へ
の
公
開
に
備
え
、
当
館
の

書
庫
に
保
存
し
ま
す
。
保
存
し
た
公
文
書

の
う
ち
、
簿
冊
完
結
か
ら
三
十
年
を
経
過

し
た
も
の
は
、
公
開
へ
向
け
個
人
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
情
報
の
有
無
を
主

眼
に
点
検
し
、
目
録
作
成
・
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
登
録
な
ど
の
作
業
を
行
い
ま
す
。
令
和

元
年
は
新
た
に
公
文
書
二
百
四
十
七
件
が

公
開
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

◆
企
画
展

(

前
期)

月

日
～

月

日

8

18

9

22

(

後
期)

～

月

日

月

日

10

26

12

1

◆
公
文
書
館
講
座

●
古
文
書
解
読
講
座

月

日
・

月

日
・

日
・

日

6

26

7

3

10

17

●
歴
史
講
座

(

第
一
回)

(

第
二
回)

月

日

月

日

9

18

11

27

◆
県
政
映
画
上
映
会

(

第
一
回)

月

日

(

第
二
回)

月

日

8

28

10

30

◆
古
文
書
相
談
日

毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日
中
心
に
実
施

※
日
程
等
に
つ
い
て
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
当
館
内

の
掲
示
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

当
館
で
は
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
よ
る
資
料

や
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
な
ど
の
広
報
活
動
を

。

。

行
っ
て
お
り
ま
す

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い

@
Akita_Archives

（
ア
カ
ウ
ン
ト
名
）

（

）「

」

検
索

ツ
イ
ッ
タ
ー

秋
田
県
公
文
書
館

公文書館だより第35号 4

令
和
元
年
度

令
和
元
年
度

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料

市
町
村
公
文
書
・
歴
史
資
料

保
存
利
用
推
進
会
議

保
存
利
用
推
進
会
議

公
文
書
の
引
渡
し
・

公
文
書
の
引
渡
し
・

公
開
状
況

公
開
状
況

令
和
二
年
度

令
和
二
年
度

行

事

予

定

行

事

予

定

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
ご
案
内

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
ご
案
内

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝの方は

こちらから

ＱＲコード

基調講演の様子

＜令和元年新規公開状況＞

※  非公開とすべき年数が満了した時に公開となる

 新規公開の候補とした公文書 808件

公開と決定 247件

非公開と決定（一部非公開を含む） 561件

一部非公開（※）   97件

非公開（※） 464件

内
訳

＜引渡・保存状況＞

知事部局 3,017 件 367 件
（平成30年度分） (5,019 冊) (602 冊)

各行政委員会 31 件 9 件
（平成29年度分） (65 冊) (16 冊)

引渡件数 保存件数 保存率

12.2 ％

29.0 ％




